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.國
家
社
會
、31
義
の
阳
路
脔
と
»
做
さ
る
、
ジ
日
ン
：•グ
レ
ー(

J
o
h
n

 

G
r
a
7
)

は
一
千
廿
百
九
十
九
苹
に
生
れ
、
凡
そ
一
千
八
百
五
十 

年
.の
喷
に
歿
し
た
る.が
如
く
で
あ
.る
。
彼
れ
.は
*原
と
蘇
蘭
土
の
出
で
あ
る
が
、
五
ゲ
年
ひ
少
年
時
代
を
ダ
ー
ビ
ィ
、ソ
ャ
の
レ
プ
ト
ン
校
，
 

•，に
於
；い
て
送
っ
だ
や
ぅ
に
見.ぇ
る
f
此
處
に
彼
れ
ば
希
職.語
及
び
羅
典
語
に
熟
達
す
る
の
好
機#,
を
有
し
て
居
っ
た
に
拘
ら
ず
、
子
供 

ら
.し
.い
遊
戯
に
の
み
耽
っ
て
居
っ
た
、
と
彼
队
自
ら
談
ひ
て
居
る
。
彼
れ
は
十
四
歲
に
し
て
レ
ブ
ト
ン
を
去
っ
て
倫
敦
に
赴
き
.
チ
ー 

ブ
サ
小
ド
の
卸
商
店
の
丁
稚
と
爲.り
、
次
い
で
得
意
先
き
廻
り
と
爲
っ
，た
。
此
.の
大
都
は
彼
れ
の
上
に
其
の
呢
文
を
投
げ
掛
け
た
。
恰 

も
ナ
ポ
レ
オ
ン
戰
役
の
終
止
に
ょ-っ
て
未
#
丨
有
の
混
亂
と
窮
旭
の
時
代
が
開
始
せ
ら
れ
た
際
に
靑
年
と
爲
っ
た
彼
れ
は
、
其
の
周
阐
に 

，於
い
て
看
出
さ
る
.，
無
秩
序
と
衝
突
と
は
國
家
的
權
威
の•强
大
な
る
力
に
ょ
つ
て
の
み
输
り
調
和
と
平
和
と
に
融
合
せ
し
め
ら
れ
得

-W 

き
.こ
と
を
酸
信
ず
各
に
至
つ
だ.。•

彼
れ
は「

人
類
の
商
的
行
動
は
自
然
，の
杂
體
系
と
矛
盾
す
^
も
の
で
あ
り
、
而
し
て
神
は
斷
じ
て
其 

.の
被
造
物
を
、
.
余

が

余

の

蹈

む

，
一
.

步1

毋
に
彼
れ
等
を
目
階
す
^
が
如
く
，、.相
互
の
邪
魔
軸
に
過
’ぎ
ざ
る
も
へ
の
た
る
可
く
意
圖
す
る
こ
と
. 

,

古
版
經
濟
書
霞

'
: 

.

. 
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.h

.
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(
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七
0
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は
ぁ
り
得
な
か
0
た」

と
考
ふ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る.°(

3
-
0
!
1
1
1
'
<
^
3
3
^
^
|
:
1
&
5
0
<
^
1
^

奈
3

,

100
3
1
, 

p. 

3
5
8
ム
0

彼
れ
•の
.業
務
は
次
第
に
繁
榮.に
赴
，：

S

た
の
で
ぁ
る
が
、‘而
も
彼
れ
ば
共
の
若
き
日
比
紙
あ<>
■
たjg

會

(o
'

惡
•に
就
い
て
默
®
す
る 

の
風
を
長
く
廢
す'る
こ
と
が
な
.か
.1 0
た
;0
彼
れ
は
一
千
八
百
十
五
年
、
オ
ー
工
ン
の*
、動
に
引
き
込
ま
れ
、

.

オ
デ
ビ
ス
ト
ン
'良
於
け
る 

a

l
ム(
->
げ3

日o
o
m
b
e
)

の
.オ
一
エ
ン
主
義
的
共
產
圆
體
の
綹
營
に
助
カ
す
る
が
爲
め
に
蘇
蘭

^

に
赳
い
た
。
然
も
、
彼—

は
幾
許 

な
ら
-ず
し
.て
‘這
般
の
命
圖
を
拋
棄
し
、
一，
千
八
；白
ニ
，十
六
¥

、A 

W
o
r
d

 

>

&

€

?
 

the 

Orbistonians

•
と
題
しu

此
の
^
民
也 

の
批
評
を
公
に
し
、•、雜
多
な
る
個
人
の
聚
合
を
、
恰
も
彼
れ
等
が
オ
ー

H

ン
主
義
的
許
識
の
理
想
的
環
境
中
に
訓
練
せ
ら
れ
て
來
た
か 

の
如
ぐ
に
統
治
す
る
の
擧
か
ら
必
然
生
ぜ
ざ
る
'を
得
ざ
る
諸
.困
難
を
論
評
し
5
 

.
彼
れ
は
蘇
蘭
土
に
殘
留
し
、
稲
々
な
る
新
聞
及
び
廣 

毋
業
に
從
事
し
、
或
る
程
度
の
成
功
を
贏
ち
得
た
る
が
如
く
で
ぁ
>る
。
蓋
し
、'彼
れ
は
其
の
晚
年
に
於
い
て
多
額
の
褒
賞
を
提
肫
し
、 

且
つ
無
代
を
以
.っ
て
其
の
著
書
を
多
數
流
布
せ
し
め
た
る
の.事

實

存

す

.る

が

爲

め

で

ぁ

2,
-
0.
9

3窆「
L
o

'̂enthal, -The 

Ricardian 

s
o

o-ialists, 

1911, 

pp. 

4
7
-
4

00; A
n
t
o
n

 
M
:
s
g
e
r
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T
h
e

 

R
i
g
h
t

 to 

the 

W
h
o
l
e

 

Produce 

of “L
a
b
o
u
r
，
T
h
e

 

origin 

a
n
d

 

development 

ofithe the

o.ry of lab
o
u
r
s 

clai 

日

 to 

the 

w
h
o
l
e

 product 

of i
n
d
u
s
t
r
v
,

pr
a
n
s
. 

b
y

 

M
.

 

w
. Tanner, 

w
i
t
cr

u

 

- 

. 

.
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• 

. 

■ 

'

倫
敦
と
其
の
無
數
の
人'ロ
と
に
ょ
っ
て
提
供
せ
ら
るV
問
題
は
-
.グ
レ
1
.に
取
っ
て
は
、
多
年
ぬ
間
ノ
彼
れ
が
永
く
解
決
し
得
乏
の
. 

希
望
を
殆
ん
ゼ
全
ぐ
抱
く
こ
と
を
得
な
か
つ
た
程
、
入
り
組
ん
で
居
っ
た
。
而
も
、
彼
れ
は
戴
の
觀
察
と
默
思
の
最
後
の
結
果
と
し
て 

次
ぎ
の
如
き
結
論
に_
達
：し
た
-.
0「

余
は
、/
ぁ
ら
阶
-2
>
種
類
0
'#
貨
は
是
れ
專
の
も
の
私
註
文
せ'ら
る
\
が
爲
め
か
>
若
し
ぐ
は
註
文
せ. 

ら
る
i
ぁ
ち
ゅ
る
見
込
存
す
る
が
爲
め
か
、
孰
ル
か
に
由
つ
て
造
ら
，る
、

こ

と
を
明
確
に
知
つ
た
、
而
し
て
不
斷D
.省
察
は
余
を
し
て

斯
く
の
如
き
事
態
は
须
.ら
く
顚
倒
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と-
生
産
は
需
要
の
結
果
で
は
な
く
し
て
娘
ら
く
之
れ
、力

原

因

で

•：

よ
け
^

,^
變

ぬ

こ

と
5:
'
納
得
せ
し
必
た」

と
。(

s
o
q
i
a
l
S
y

乳
l

:o
p
. 

d

r

P
.
.
a
4
0
.
)
o

彼
れ
は
共
の
發
見
に
滿
足
し
て
、
ア
ダ
ム
•
：
 

ス
ミ
ス
の
著
に
.向
ひ
、3

富
論』

の
第
一
卷
を
讀
み
、
而
し
て
後
、

「

激
烈
に
し
て
稚
氣
滿
々
、
不
可
解
に
し
て
修
正
し
雛
き
ー
：：卷
を
縞

〉

-■
■.
 

築
ご
、
之
れ
奪

.

The. National C
o
m
m
e
r
c
i
a
l

 

Syste

日
と
が
ん

^

‘彼
れ
は
他
人
.の
忠
吿
を
容
れ
て*
.此
.の
書
$:
.上
梓
す
る
こ
と
::

を
思
!>
也
0
た
0 

.
其
の
後
、
.北
ハ
の
兄
弟
に
勸
め
ら
れ
て.オ
ー
エ
ン
の
諸
著
を
譲
み
、

れ
等
の
も
のX中
に
幾
f

己
の
意
見
^
支
持
：

..

. 

す
る
も
の
あ
る
を
看
出
し
、.一
千
.八
百
二
十
五
年
其
の
拋
棄
せ
る
著
作
の.一
斷
片
を
.
，>

§

 H
u
m
s

 

Happiness, 

I

 
the frst： of a

 series of lectures 

§
 that 

subject in w
i
i
c
h

 

W

B

be c
o
m
p

.Heh

s-ded a

 general review 

of the 

causes 

of t&e existing evils 

of s.qciety a
n
d

 a

 develop 
日 ent 

o
f
.

日 ean? b
y

 

w
h
i
.&they 

日 ay

 b
e

 per;

日 an
e
u
l
y

 a
n
d

 
爲 ectaally 

r
e
m
o
v
e
d
.
〗

と

題

し

、て

倫

敦

に

於

い

.て
出
版
し
た
。
此
の
倫
敦
版
の
，

I

部
は
失
'セ
れ
て
、
英
國
內
に
流
布
す
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
の
で
一 

あ
る
が
、
ヒ
ラ
デ
ル
匕
ャ
に
於
け
る
其

Q

稷

刻

は

忽

ち

忙

し

-て

 

一
■̂部
を
賢
り
盡
し
、
來
國
に
於
け
る
社
會
主
義
的
圈
P
の
發
摟
に
資 

す
る
所
が
、あ
っ
た
。

(
F
o
x
w
e
p
o
p
.

 

d

r

pp. xlviii-xlixoo 

本
«-
は
ゲ
オ
.ル
グ
*
ア
ド
ラ
1(

0
|

的 A
d
l
e
r)，

監
修 

H
a
u
p
t
w
e
r
k
e

 

d
e
s
s
o
l
s
n
m
s

 

T
m
d
-
d
e
r

 

s
o
z
i
a
l
p
l
k
.

の
第
八
卷
と
し
て‘フ
ロ
ィ
ン
ド(

A

k

.

.

'

5

§
v5
に
よ
つ
て
獨
_
せ
ら
れ
、
く0
日
.

' 

M
e
n
s
l
c
h
e
n

 

と
題
し
て
一
千
九
百
〇
七
部
ラ
ィ
ブ
チ
ズ
ヒ
に
於
か
て
出
版
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
尙
ほ
本
書
原
版
は
，

一

千
汍
で

11,

一
十
一
部
に
®
刻
せ
ら
れ
て
ゐ
る。

/■
,
 

' 

. 

•

_
/グ
レ
，1

は
此
の
書
に
於
い
て
一
千
八
，百
十
四
年
版
コ
ホ
1

ン(

p

a-a
c
k qo

l
q
f

 u
n
)

の

箸A

 Treatise 

on 

the 

population,

virealth', 

P
o
w
e
r

 and.'Resources 

6
f 

f
 

s
t
i
s
h

 E
m
p
i
r
e

 in ev.ery quarter of the w
o
r
l
d
.

に
揭
げ
ら
れ
た
數
字
を
栽
礎
と
，

、し
•て
、
‘勞
働
は
:H
:
ハ
の
收
益
の
五
分
の
，
四

を

刼

猄

せ

ら

‘る

X
こ

と

、%

び

に

峻

酷

且

つ

普

^

、な
•
る

競

爭

に

よ

つ

て

加

,®
せ
ら
、れ

た

資

本

の

古
版
，經

濟

書

解

題
.

-

’ 
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.

.利
益
に
資
す
る
不
平
傳
な
る
交
換'は

有

效

需

要

の

，制

限

に

終

ら

ざ

•る
を
得
ず
し
て
、
是
れ
が
爲
め
に
又
、
坐
產
は
限
定
せ
ら
れ
、
覺
亂

-
せ
ら
水
ざ
.る
を
:#
ぶ
る
こ
と
を
立
證
せ
ぶ
と
贺
ぶ
た
の.で
あ
る
:0
埽
主
-
大
小
商
人
、
醫
師
、
藝
術
家

r

科
學
者
は
非
决
產
的
で
あ
る
。

-

尤
も
、

.^
の
濟
る
者
は
谓
餘
の
货
が
不
坐
產
的-^
し
て
^

無
用
な
る
に
反
し’
有
用
な
る
^
の
で
は
あ
る
が
*
而
も
、
有
和
な
る
考

••
^
無

用

の
,#
4
等
し
く
、
田
圃
、.工
場
及
び
鑛
坑
に
於
、け
る
賃
銀
勞
働
に
ょ
っ
て
生
產
せ
ら
れ
た
富
に
衣
食
す
ざ
。

一
千
八
百
十

一

一
年

，
に

は

合

淡

ま

國

の

^

ロ

は

一

千

七

苗

|
3九
$

ハ
，千
八
百
〇
ー
ー
ー
人
を
數
へ

'、
生
產
せ
ら
れ
た
新
た
な
る
富
は.四
億
三
千
3
五
十
ニ
萬
ー
.千

.

.'
三
瓦
七
十一.1

礎
に
相
.當
.す
る
。
撕
べ
め
如
き
當
は
七
西
八‘十
九
萬
七
.千
五
百
.三
十
1
人

の

勞

働

者

の

，
坐

®
す
る
所
で
あ
っ
て
、
是
れ
等

坐
產
階
級
，の
.«
>:
-
及

び

兒

寬

也

平

等

な

，
る

交

換

の

，原

观

に

從

へ

拔

、

¥

々

各

々

五

十

四

磅

を

收

受

す

可
き
锦
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
彼
れ

.等
は
事
實
上
僅
か
に
十

J

■礙
、
即
ち
自
己
のM

散
，益
の
.五
分
‘

Q

 J

を
極
め
て
馑
か
に
超
過
せ
る
高
を
收
受
す
る-に
過
ぎ
な
ハ
。
換
言

.す
れ
^

約
八
苗
萬
の
:^
產
者
柢
九
千
:0
五
十
磅
:5
:
收
受
し
、
，九
苗
萬
の
非
坐
產
者
は
三
億
顶
吁
萬
#
を
收
受
す
る
の
で
あ
る
。
彼
れ

,日
く 

m
即
ち
：、.事
實
.上
、

ー
切
の
输
を
支
拂
ふ
貧
揭
が
何
物
を‘^
收
受
せ
ざ
る
忙
、
事
實
上>
何
物
を
^
吏
拂
ふ
こ
と
の
な̂

富
者
が
：
.

1

切
の
物
を
收
受
す
るU
斯
く
の
如
き
社
會
狀
態
が
當
さ'に
保
存
せ
ら
る
可
き
，で
あ
る
か
如
侗
か
を
吾
人
は
あ
ら
ゆ
る
公
平
な
る
人
々

(6
刺
斷
に
娶
す
る」

;<
?
:
0 

(i

s:d
.
,
;
e
d
'
s
2
5
,
.
p
p
.

 
15-20.)

、
.社

.#
の
あ
^
ゆ
，
る

不

坐

遼

的

人

員

は

坐

產

階

級

に

對

す

る

直

接

稅

で

あ

る
o
.彼
れ
に
從
へ
ば
、»
ベ
て
の
.傭
鹿
の
迆
礎
は
.努
働
で
あ
'0
.て
、
.，之
れ
‘に
赞
す
る
何
等
他
、の
公
犯
な
る
戡
礎
も
於
す
‘る
こ
と
が
な
い 

の
で
あ
る
。(ibid4 

P* 

3
4
;)。 

■ 

‘ 

•

/

-

.

,

.

斯
く
.て
初
め
共
產
€
義

的
.^
織
"に
解
決
を
求
め
ん
と
す
る
の
傾
向
を
有
し
て
居
つ
.た
グ
レ
ー
は
、
終
に
、
社
き
的
災
害
の
淵
源
が
生 

、產
の
漱
的
管
理
に
存
せ
ず
し
て
、
競
铆
的
個
人
主
韻
例
寶
買
め
方
法
並
び
に
命
若
し
く
は
あ
，ら
ゆ
る
他
の
交
換
媒
介
物
の
内
在
的
傈
値
：
 

0
推
定
把
准
す
^

こ
と
を
信
ず
る
改
革
家
忙̂
す
名
.に
至
；9
た
0
即
ち
，

一
千
八
百
三
十
一
年
を
以
つ
て

H
、、

ッ
ン
べ
ァ
ロ
オ
に
龙
い
て
出.
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せ

ら

れ

た

興

の

H
ぼ

S
o
c
i
a
l

 

s
y
^
e
m
.
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T
r
e
a
H
s
.
e

 

o
n

 

t
h
e

 

P
r
i
n
c
i
p
l
e

 

o
f

 

E
x
c
h
a
n
g
e

へ

に

於

い

て

は

、

總

べ

て

の

財

貨

は

生
 

產

齊

等

に

ょ

つ

V

國

立

倉

®

に

交

付

せ

ら

、る

可

く

、

而

し

て

生

產

蕃

等

は

順

次

に

’國

立

銀

行

’に

^

つ

て

信

用

を

附

與

せ

ら

れ

た

る

生

產

： 

,

者

に

».
し

：て

發

行

せ

ら

れ

，た

紙

裕

に

對

.し

て

商

業

會

議

肸

に

ょ

つ

て

決

定

せ

ら

れ

た

價

格

に

於

い

て

他

の

財

貨

を

收

受

ず

可

き

賣

貿

の
 

、國

家

管

理

を

：王

張

し

た

の

で

あ

る

。

本

#

は

■
一

千

八

百

四

十

ニ

年

に

再

版

せ

ら

れ

て

ゐ

る

ノ

ダ

X

I
は

一

千

八

百

四

十

ニ

年

、

エ

ヴ

ン
 

バ

テ

ロ

オ

及

び

偷

敦

に

於

い

て

>
 ロ 

w

Ĝ.
g

prf
r-R

e
m
e
d
y

 

f
^
t
,
e

 

D
i
s
t
r
e
s
s

 

0
H>N

a
t
i
o
n
s
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を

出

"版

し

、

次

い

で

同

四

十

七

¥

间

じ
 

く

兩

地

に

於

い

.て

T
h
e
.

 

C
u
r
r
e
n
c
y

io
i

t

i

pを

上

梓

し

た

。

而

し

て

彼

れ

は

*

が

て

其

の

翌

四

十

八

年

、

吾

人

が

玆

に

紹

介

せ

ん
 

と

す

る

H
e
c
t
u
r
e
s

 

o
n
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l
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e

^

p

^
»-
t
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p
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c

5
a>
o
£ 

.
g
o
n
e
y
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e
l
i
v
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r
e
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b
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r
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t
h
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m
e
m
b
e
r
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o
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t
h
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n
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u
r
g
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M

-

s

o

m
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n

p
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 ̂

a
R
O
P
^
O
T 

o

 ̂

p

y

 ̂

^

^

0
^
- 
1
00
4
S

.を

.工

、ヅ

ン‘
バ

ァ
ロ
オ
に
-於

い

て

印

行

し

、 

1
千

ニ

百

部

钇

限

宛

レ

て

無

代

を

以

つ

て

江

湖

に

配

付

し

、

何

人

た

る

と

を

間

は

ず

、

典

の

^

容

を

論

破

し

得

た

る

容

に

對

し

て

は

一
 

百

ギ

ラ

ィ

の

褒

賞

を

與

ふ

可

き

旨

を

.記

せ

る

紙

片

を

其

の

表

紙

に

阽

附

し

た

。
、
.掛

に

右

懸

賞

の

要

旨

を

記

せ

る

紙

片

が

-比

較

的

良

く

保
 

存

せ

ら

れ

て

ゐ

.る

私

藏

本

の

表

紙

(

第

一

圖

)

と

、

其

の

靡

(

第

二

圖

)

と

を

寫

眞

版

と

.し

て

掲

げ

る

こ

と

、

し

，た

。

-

V

三

、

. 

,

,

グ

レ

ー

の

標

語

で

あ

り

ノ

原

理

で

あ

り

、

對

象

で

：

あ

り

"

又

ハ

解

決

で

あ

る

所

の

も

の

は

、「

牟

鹿

は

本

來

需

要

の

原

因

で

あ

る

と

衮
 

ふ

こ

と

を

實

際

に

.於

い

て

然

^

し

む

可

き

で

，あ

る

」

と

I
K

ふ

に

往

る

。

凡

そ

如

何

な

る

貨

幣

制

度

の

存

在

に

ょ

つ

て

も

影

響

せ

ら

る

V
 

.こ

ど

の

な

、い

完

金

に

自

由

な

.る

社

會

狀

態

に

於

い

て

は

、
1
供

給

と

需

要

ど

は

交

換

し

得

る

名

辭

で

あ

つ

，
て

、

供

給

は

需

要

.で

あ

り

、
.需
 

-

敷

は

做

給

で

，あ

る

，。

，斯

く

て

「

總

體

的

過

剩

坐

產

J
、

即

ち

市

場

1

於

い

、て

寶

買

せ

，ら

る

\

產

物

が

供

給

過

多

の

狀

態

に

.陷

，
る

こ

と

は

、
、

1

言
に
し
、て
言
へ
ば「

不
可
能」

な
各
可
き
，で
あ
る
。(ibid.,* P,- 

3
.0
，、

財
貨
に
對
す
る
財
賢
の「

交
換」

(interchange)

即
ち
物
、々
交

丨 

苗
版
經
濟
書
解
題
 

{ 

ブ

こ

九

c
i

‘七
し
.
k

)

.



佐
版
經
濟
#

解
•題

.
 

ー
三
〇
.

.(

ー>七
一
六
>

.

 

.
換
の
行
は
る
\
所
、
是
れ
等
財
貨
，の.如
何
.な
る
物
と
雖
も
、
あ
ら
ゆ
る
他
疗
物
の
，價
値
の
，
|.般
に
認
め
ら
れ
た
尺
度
た
る
こ
ど
の
な
い 

所
に
於
い
‘て
は
'、
生
塵
は
無
窮
に
需
要
の

「

'自
然
的」

原
因
で
.あ
る
9

著
苕
を
以
つ
て
觀.れ
ば
-
ジH

1

み
ズ
1
、>
ル
.及
び
ジ
T

T
1
ル
*

マ
ヵ
»
ッ
グ
，等
が
、
生
醫
現
存
貨
幣
制
度
の
下
に
於
い
て
伽
^

に
需
要
の
原
因
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
は
誤
で
あ
各
ぺ
昭
和
士 f 

、
年
版
拙
著『
猶
濟
學
史』

上
卷
四
ニ
ー
丨
四
^ -
豸
⑽)

。
眞
理
は
ぞ
が
現
往
に
•於
い
て
然
る
に
存
せ
ず
し
て
、
當
さ
に
然
ら
，ざ
る
可
ら
ざ
.

る
，に
存
す
る
。(ibid.,‘p. 

»

o

o而
し
て
彼
れ
の
意
見
に
據
れ
ば
、「

財
貨
が
相
互
に
對
し
て
適
當
の
割
合
に
於
い
て
市
場
に
齎
さ
れ
、

而
し
て
，貨
幣
の
如
き
も
の
が
未
だ
全
然
#
莅
す
る
こ
と
が
な
い
と
想
像
せ
ら
る
V
な
ら
ば
、
總
體
に
於
い
て
、
財
貨
を
賣
却
す
る
は
之

、

„ '. 
: 

-
-
■
»-
*.
-

■

■

■'
-■
■-
.-.-

■■-
 

■:
 

一-
-
:
.
.
.

:

-

.

.■.

.

.

.
-,.
へ

.
.
.

れ
^

#
入
ず
る
と
等
し
く
容
易
紅
'る
•可
き
•で
あ
り
、.：而
し
て
需
要
及
び
供
給
な
る
語
は
JK
'
さ
に
同1

物
に
對
す
るU

個
の
名
稱
た
る
可 

.

き
で
あ
る」

。
'(

沒
5:
.
, p.-

3
5
0。
斯
く
て
這
般
の
.歌
況
に
在
つ
て
は
、「

過
剩
坐
齑」

の
存
往
は
明
か「

に
不
可
能
な
る
可
き
’で
あ
る
。
疑
，
. 

ひ
も
な
く
、
不
均
衡
な
る
坐
產
は
存
す
み
こ
と
が
あ
る
で
あ
ら
ぅ
が
、
而
も
斯
く
の
如
き
は
、
經
濟
學
者
の
替
罪
.羊

(

古
猶
太
の
牧
師 

が
其
の
風
に
.人
民
の
罪
を
負
は
'し
め
丈
荒
野
に
放
ち
た
る
山
荦)

.的
語
法
に
於
け
る
、
極
め
.て
急
速
に
其
れ
自
體
を
匡
芷
寸
可
き
禍
脊
.:; 

で
あ
つ
'て
、
總
體
的
過
剩
生
產
は
斷
じ
て
椹
す
.る
，こ
と
を
得
な
い
a
'
Q
b
i
d
.
, 

p

，
5
7
0
9完
金
に
均
衡
の
取
れ
た
あ
ら
ゆ
る
市
場
に
於 

い
て
.は
、
總
べ
て
の
物
品
は
買
は
れ
又
賣
ら
る
可
き
で
あ
る
。(ibid., 

p. 

2;50.)Q 

. 

•

. 

.

.
、

.
•V
'

.,
座
適
ば
需
要
妖
猶
因
來
一
某
ぶ

^

V- 

需
，要
の
結
果
と
爲
つ
た
。
蓋
し
、.一
の
有
價
値
物
件
は
如
何
、に
し
て
も
綜
合
，せ
ら
れ
た
總
べ
て
の
他
の
有
價
値
物
件
と
等
し
く
速
か
に

. 

. 

.

.

.

.

. 
r 

. 

. 

:..._.

. 

.

.

. 

> 

■ 

•

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

隨
意
墦
加
せ
ら
る\
こ
と
能
は
ざ
る
が
故
に
、
苟
も
測
定
せ
ら
る
可
き
諸
貨
物
が
、，
尺
度
典
の
者
ょ
り
も

.(

之
れ
を
使
用
す
る
方
法
が. 

攸
然
と
し
て
變
化
な
き
も
の
と
し
て

)

速
か
に
.增
加
す
る
際
に
は
、
、
W

價
は
下
落
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
又
、
绝
產
は
停
止
す
可
き
で 

あ
る
。
自
然
的
の
も
の
か
ら
對
別
せ
ら
れ
た
這
舣
の
.價
格
下
落
は
1

大
不
列
顚
、.佛
蘭
既
、
取
米
利
加
及.び
.誤Q

て

文

，
明

國

と

呼

ば

れ

-

た
世
界
に
於
け
る
あ
ら
ゆ
•る
他
の
國
に
，於
け
る
生
產
に
對
す
る
現
存
の
限
界
で
あ
る
。(ibid., 

P, 2
5
0
0
。

2
甚
に
於〗

い
-1
:
乎
げ
斯
べ
の
鈾
免
狂
顏
.：に
：
停

止

：：せ
^

れ
た
_
0
^

商
的
事
務
の
總
べ
て
は
之
れ
が
亥
配
と
統
治
に
服
從
せ
し
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
.然
も
、
如
何
に
し
て
之
れ
^
遂
行
す
可
き
で
あ 

名
か
。
物
價
下
落
の
時
代
は
グ
レ
ー
が
‘其
の
坐
涯
を
終
る
頃
ま
で
續
い
た
。.
ナ
ポ
レ
ォ
ン
戰
役
後
に
始
つ
た
縮
少
と
業
務
不
振
の
時
期 

は】

千
八
百
四
十
九
年
以
後
に
於
.け
る
新
た
な
る
金
の
供
給
が
物
價
に
上
昇
的
傾
向
を
與
ふ
る
ま
で
は
遂
に
終
止
し
な
か
つ
ー
た
.0
;
坐
產 

は
需
要
に
ょ
つ
て
，限
定
せ
ら
る
\
と
沄
ふ
グ
レ
ー
、の
有
名
な
^

絕
叫
は
^
く
の
如
き
0#
期
の
特
徵
た
る
^

^
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>
心
翼
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た
.る
罾
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を
述
べ
た
も
.の
で
あ
る
o (
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t
h
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,
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，
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i
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而
し
て
彼
れ
を
以
つ
て
觀
れ
ば
、
彼
れ
の
國
家
方
現
在
惱
さ
れ
つ
、
あ
る
、
仕
事
の
觖
乏
若
し
く
は
勞
働
が
充
分
な
る
報
酬
を
受
く
" 

る
こ
.と
な
き
の
事
實
ょ
り
發
せ
る
殆
ん
ど
總
べ
て
の
窖
惡
を
絕
滅
せ
し
む
る
が
像
め
に
は
、
吾
人
は
唯
だ
ニ
つ
の
も
の
を
要
す
る
の
み
.
 

で
あ
る
。
第
.一
.は
銀
行
の
仕
組
で
あ
り
、
第
二
は
價
値
の
眞
尺
度
で
あ
る
。
，(G

r
a
y
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1
000
,、

即
ち
彼
れ
は
何
等
の
社
會 

改
造
を
も
要
求
す
る
も
'の
'で
は
.な
い
、
^
0
せ
ら
る
、
總
ベ
て
は
、
.
少

數

.の

有

益

な
る
貨
幣
法
規
で
あ
る
、
と
自
ら
考
ふ
る
に
至
つ
た 

の
で
あ
る
。(ibid., 
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に
、
現
在
に
於
い
て
は
需
⑥
の
結
谋
た
る
生
產
を
し
て
其
の
原
因
た
ら
し
む
る
が
爲
め
に 

，は

倫

敦

、

H'、

ッ
ン
バ
ァ
口
オ
及
び
グ
ブ
リ
シ
に
各
々
一
個
の「

標
準
銀
行」

^

功
莒
&
ざ

b
a
n
k
¥
J

設
立
し
、
英
蘭
土
全
土
*
蘇
蘭
土 

全
土
及
び
愛
蘭
土
全
土
に
其
の
支
店
を
有
せ
し
む
可
き
で
あ
る
.°(

&*
0:
.
, P.

110. )

o
.這
般
の
本
位
銀
行
の
業
務
は
、
其
の
數
量
が
創 

造
せ
ら
れ
た
る
總
.ベ
て
の
價
値
の
高
に
等
し
か
ら
じ
め
ら
る
、
を
得
る
代
表
紙
幣
を
發
行
す
る
に
存
す
る
。 

•:

' -

グ
レ
ー
は
共
の
前
著
以
來
•、
貨
幣
が
內
在
的
に
有
儐
値
な
る
可
き
.で
-な
い
こ
と
を
主
張
し
た
o
彼
れ
の
提
唱
す
る
國
立
銀
行
は
有
給 

理
事
の
國
體
に
ょ
つ
て
墓
せ
ら
I

I

I

.
彼
れ
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的
馨
を
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な
.る
物
品
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を
、如
、梁

-る
激
量
に
於
い
：て

坐

產

す

可

.
き

か

を

決

享

可
き
.で
あ
る
.4 -
H
場
を
爾
ゐ
製
造
業
主
は
自
Q

Q
勞
働
者
を
選
擇
す
る
の
力 

~と
％
に
‘監
，督
の
義
務
を
有
す
可
き
で.，あ
る
0

總
べ
て
.の
：財
貨
は
其
の
夫
々■

の
.製
造
所
及
び
仕
事
場
か
、ら
國
立
倉
，庫
に
送
達
せ
，ら
ル
、
此 

鴆
に
興
の
直
接
費
用
即
ち
费
さ
れ
炎
原
料
及
び
勞
働
の
價
格
I
確
め
ら
れ
> 
而
し
て
商
象
會
_
所
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
た

一
定
の
步 

合
若
し
く
は
利
潤
は
地
代
、
利
子
、
資
本
の
減
價
、
事
故
及
び
租
税
等
の
，種
々

‘紅
る
經
費
を
支
拂
ふ
が
爲
め
に
附
加
せ
；ら
る
可
き
で
あ
る
0 

斯
X
の
如
き
も
の
が
財
貨
の
小
寶
値
段
を
形
成
す
可
含
で
あ
.る
。
其
め
完
成
せ
，る
產
物
を
公
共
の
倉
庫
に
琪
託
し
た
製
造
業
主
は
勞
働 

時
間
を
以
つ
て
計
篇
せ
ら
れ
た
其
の
全
價
値
を
紙
幣
を
以
つ
て
銀
行
•よ
，り
受
理
す
可
き
で
あ
る
？
而
し
て
、
同
銀
行
ま&

人
に
よ
る
と 

.

を
调
は
ず
い
前
.記
の
財
貨
が
該
倉
庫
よ
り
撤
去
せ
ら
る
X

に
際
し
て
、，
最
も
不
费

な

る

，
方

法

に

於

い

て

前

記

の

ft
幣

の

.
返

遺

を

要
求
す 

名
0
;斯
く
て
貨
幣
の
高
は
常
に
財
貨
に
對1
て
1[
1
確
な
る
均
衡
に
於
い
て
存
す
可
き
で
あ
る0
坐
產
者
等
は
彼
れ
等
の
財
貨
に
對
す
る
，
 

货
幣
價
値
の
正
確
な
る
高
を
取
得
し
、
而
し
て之
れ
と
交
換
に
該
倉
庫
か
ら
其
の
必
要
と
す
可
き
あ
ら
.ゆ
る
財
貨
を
取
得
し
得
可
き
で 

あ
る
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レ
ー
は
其
の『

貨
幣
講
義J

中
に
於5
•て「
人
間
の
勞
働」

が
词
時
に
價
俯
の
泉
源
で
あ
り
、
標
準
で
あ
り
、
而
し
て
又
s
 j

可
^
な
- 

る
尺
度」

で
あ
る
で
と
を
生
脹
し
、 

而
し
て
之
れ
を「

像
大
な
る
蘇
國
人」

ア
ダ
ム
-
.•
ス
.ミ
ス
、
の

權

威

に

訴

へ

•る
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i
b
i'fp..ハ

5_5ン
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彼

. 

れ
は
更
ら
に
進
ん
で
、
現
存
貨
幣
原
理
，i

誤
を
指
摘
し
、
眞
貨
幣
原
理
を
說
明
し
論
證
す

るo

彼
れ
の
意
見
'に
據
れ
ば
、
货
幣
の
本 

■

質
、
效
用
及
び
適
當
な
る
性
質
は
ジ
»

ン

，
ラ

ッ

セ

ル

卿

、

T

•
‘
ロ
バ
、1
ト
•
ビ

ー

ル

、

n.

ブ
デ
ン
、『

タ
イ
ム
.ス
.

』

•紙
の
記
者
に
よ
っ 

て

.,

.

.

1

般
操
觚
者
に
よ
っ
て
、
又
兩
院
議
員
に
よ
つ
て
.全
然
誤
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。(ibid.,‘

p. 
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グ
レ
ー
は
初
め
激
维
を
以
っ
で
貧
困
及
び
不
正
の
主
た
る
原
因
と
し
て
烈
し
X

之
れ
を
非
難
し
た
ひ
で
ぁ
る
が
、
‘其
の
後
其
の
意
觅

變
じ
て
之
れ
を
货
幣
制
度
に
置
く
に
.至
っ
だ
0
で
あ
る
0
彼
れ
は
本『

費
幣
の
本
質
及
び
效
用
に
關
す
る
講
義』

が
英
國
に
於
い
.て
出
扳
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せ
ら
る
-\
に
先
き
立
ち
、
新
聞
紙
を
通
じ
て
逸
速
く
、
其
の

一
部
を
革
命
後
の
.怫
國
假
政
府
に
送
付
せ
ん
こ
と
を
电
し
込
ん
だ
の
で
，あ 

る
が
、

而
も
彼
れ
は
此
‘の
_中
出
に
對
し
て
何
等
の
返
辭
I:
も
受
く
る
と
'と
；
が

な

か

つ

た

！

1
0を
自
ら
記
し
て
ゐ
る
。

(ibid., 

p. 

2
S
ザ

. 
ノ

：
 

. 

.

.
■
- 

.

■■
■

.-

 

V\
.

■ 

■.
 

, 

..... 

- 

:、
：

I

-

.

 

, 

.

.

.

.

.

. 

- 

■

-
 

.;
-'
:

 -

 

:

a

n

d>'
§
o
l
d
l
x
o
o

富

經

濟
#'
蒙

i

l

.(
1
.

七
,九)


